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～物価上昇率はピークアウト、追加緩和の行方は景気の下振れリスクに左右～ 
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・ 10月の英国の消費者物価は前年比＋5.0％と前月（同＋5.2％）から上昇率がやや縮小した。電力・ガ

ス会社による料金値上げの動きを反映して住宅用燃料価格の上昇率が一段と加速したものの、大手食

品スーパーの値下げ実施とそれに追随した競合店の値下げの影響から食料品価格の上昇率が縮小した。

食料・タバコ・アルコール・エネルギー除くコア物価は前月並みの上昇率（プレスリリース上の公表

値では同＋3.3％→同＋3.4％に小幅加速）。月毎の振れが大きい輸送サービス価格（航空運賃など）

が軟化した一方、衣料品や宝飾品の値上がりが続いている。 

・ 物価上昇率は依然として高止まりが続いているものの、８月の物価レポートでのＢＯＥの物価判断に

概ね沿った内容。来月以降はエネルギー価格の上昇一服が予想されるほか、年明け以降はＶＡＴ税率

引き上げによる押し上げ要因も剥落する。先行きの景気下振れリスクと物価沈静化見通しを背景に、

ＢＯＥは10月初旬のＭＰＣで量的緩和策の再拡大を決定。16日発表の物価レポートでは、先行きの追

加緩和の行方を占ううえで、10月の決定時点から景気下振れへの警戒トーンをさらに強めるかに注目。 
■英国の消費者物価（前年比） ■英国のコア消費者物価の要因分解（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除く

出所：英連邦統計局 出所：英連邦統計局
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■英国の消費者物価（％）

2010 2011 2011
4Q 1Q 2Q 3Q 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

消費者物価 （前期比） 1.0 1.5 1.5 0.6 0.3 1.0 0.2 -0.1 -0.0 0.6 0.6 0.1
（前年比） 3.4 4.1 4.4 4.7 4.0 4.5 4.5 4.2 4.4 4.5 5.2 5.0

コア消費者物価 （前年比） 2.8 3.2 3.3 3.2 3.2 3.7 3.3 2.8 3.1 3.1 3.3 3.4
食料品 （前年比） 5.4 5.7 5.7 6.2 4.4 4.4 5.8 6.9 6.2 6.2 6.4 5.0
アルコール （前年比） 3.8 4.3 7.0 6.9 3.4 6.0 8.0 6.9 8.0 6.6 6.1 3.8
タバコ （前年比） 8.3 7.6 11.3 12.5 7.4 11.3 11.2 11.7 12.0 12.3 13.1 13.4
エネルギー （前年比） 4.8 9.3 10.1 13.7 10.1 9.6 9.9 10.8 10.7 12.3 18.1 17.8

住宅用燃料 （前年比） -1.0 3.4 6.5 10.8 4.7 6.6 6.2 6.5 6.5 7.7 18.3 19.9
自動車燃料 （前年比） 11.5 15.7 13.8 16.6 15.9 12.8 13.7 15.1 15.1 17.0 17.8 15.4

注：消費者物価の前期比は季節調整前。コア消費者物価は食料・アルコール・タバコ・エネルギーを除く。
出所：英連邦統計局  


